
＜都市住民等との交流を実施している事例＞

○小倉千枚田の復活に向けて

１．集落協定の概要

市町村･協定名 新潟県佐渡市小倉
さ ど し おぐら

協 定 面 積 田（90％） 畑（10％） 草地 採草放牧地
77.8ha 水稲 野菜

交 付 金 額 個人配分 52％
1,500万円 共同取組活動 水路・農道等の管理及び補修 26％

（48％） 多目的機能増進活動費等 9％
役員手当 4％
研修会、事務費等 9％

協定参加者 農業者 87 人

２．取組に至る経緯

本集落は、佐渡市東部（旧畑野町）の標高200～250ｍに位置し、周囲を山林に囲まれ

た自然豊かな中山間地域であるが、小区画、不整形で急斜面が多いため耕作条件は厳し

く、地滑り等の農地災害が多数発生する。

水稲と柿の複合経営が主体で兼業農家が大半を占めているが、集落人口の減少と農業

従事者の高齢化の進行により耕作放棄地の増加が懸念され始めたため、集落として農地

の維持管理を行おうとの合意の下、平成 年に協定を締結した。平成 年からは体制12 17
整備単価の交付を受け、活動の充実を図っている。

３．取組の内容

平成19年度から 「佐渡百選」にも選ばれている「小倉千枚田」と呼ばれる集落内の、

棚田の耕作放棄地を復元・整備する活動を行っている。この活動は、長年放棄されてき

た棚田を貴重な地域資源として農地に復元することによって、かつての美しい景観を復

活させるとともに耕作放棄地の解消を図ることを目的としている。

小倉地区の住民とＮＰＯ法人で構成する「小倉千枚田復活事業支援協議会」が中心と

なり、県や市の事業を活用しながらこれまでに田0.76ha、畑0.7haを耕作可能な状態に

復元した。復元した農地のうち、田0.76a、畑0.42haを中山間地域等直接支払制度の対

象農用地に含め、より一層の多面的機能の維持増進を図っている。

平成20年度から棚田オーナー制度を開始し、田オーナー及び畑利用者を島内外から募

集したところ16組の参加があった。平成21年度には41組まで増加し、田植・稲刈作業

を集落住民やボランティア（年間延べ353人が作業に参加）と一緒に体験して、地元集

落と交流を深めている。

小倉千枚田でのオーナーによる田植え ボランティアも多数参加した稲刈り



［集落の将来像]
○小倉ダム周辺等を中心に、景観に配慮した地域づくりを進め、農業による他地域との交流で得られた
絆を大切にし、自然の恵みを発信・体感できる集落を目指す。

［将来像を実現するための活動目標]
○都市等他地域や世代間の交流を推進し、農業を通じて集落全体の活性化に取り組める体制をつくる。
［活 動 内 容］

農業生産活動等 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備

農地の耕作・管理 景観作物作付け 認定農業者の育成
（田70.2ha、畑7.6ha） （畑の畦等にヒマワリ等 ・１名増加

を約0.1ha作付け）
個別対応

共同取組活動
共同取組活動

水路・作業道の管理
・水路管理 年2回
・道路管理 年10回 自然生態系の保全に関する学校
・農道の補修 教育等との連携

・地元小学校との連携
（コシヒカリ3aを栽培）

共同取組活動
共同取組活動

農地法面の定期的な点検
（年２回及び随時）

共同取組活動

集落外との連携
○ボランティア、棚田オーナーと連携して耕作放棄地復旧作業、棚田維持管理作業を
実施する

４．取組による変化と今後の課題等

小倉千枚田復元の取組により、集落内での耕作放棄地に対する意識改革及び棚田景観

の素晴らしさを実感した。

、 。今後とも小倉千枚田の景観を保全していくため 集落として通年管理等を行っていく

また、農業ボランティアを活用して継続的な耕作管理を推進するとともに、島外の棚田

オーナーを多く募り、都市との交流を盛んにしていき、集落の活性化を図る。

［平成21年度までの主な成果］
○ 認定農業者等を中心とした営農体制の整備（目標1人、H21実績1人）
○ 小学校の学童等を対象に農業体験学習（田植、稲刈等）を開催
○ 小倉千枚田の維持管理（今後増加する千枚田の対象農用地の保全に努める）


